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1。検討目的

　敷地周辺陸域の地質層序に係る以下の個別検討事項に関し，申請

者により実施された検討結果の妥当性について検討を行う。

1）下北半島西部の新第三系の地質層序区分と時代について

2）阿蘇4火山灰層の堆積年代について
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2．下北半島西部の新第三系の地質層序区分と時代について

2．1過去の調査及び既存文献

　敷地から30km以内の下北半島西部には，中新統から鮮新統の新

第三系が広く分布するとしている。この範囲の公刊地質文献とし

て，地質調査所（現独立行政法人産業技術総合研究所地質調査総

合センター）（以下「地質調査所」という。）の20万分の1地質図

の図郭では，　「尻屋崎」（歪），　「野辺地」（2），　「函館及び渡島大島」（3）

並びに「青森」（4）の4図幅に区分され，地質調査所の5万分の1地

質図の図郭では，　r大畑」（5〉，　r大問・佐井藩（6）及びr陸奥川内」（7）

の3図幅が発行されている。敷地周辺陸域の既存文献範囲を図一2．1

に示す。

　下北半島西部の新第三系については，1950～70年代に上記の地

質調査所の地質図幅調査及び金属鉱物探鉱促進事業団（現独立行

政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構）（以下「金属鉱物探鉱促

進事業団」という。）の広域地質調査によって地質・地質層序につ

いてまとめられたが，いずれも限られた範囲についてのもので，

下北半島西部全域に対して統一的な視点ではまとめられていない

としている。そのため，隣接する図幅間で連続すると考えられる

地層の対比に統一的な解釈が困難な部分が一部に認められるとし

ている。

　図一2．2及び図一2．3に地質調査所発行の5万分の1地質図幅及び

その中の新第三系の地質凡例をそれぞれ示す。
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　例えば，図一2．2に見られるように，5万分の1「佐井」（6〉図幅

において中新統とされている薬研層（湯ノ川緑色凝灰岩層及び湯

ノ小川砂岩泥岩層）の分布は，隣接する「陸奥川内」（7）図幅では，

中新統とされている湯ノ川層と湯ノ小川層だけでなく，鮮新統と

されている大畑層にも連続する分布として表現されているとして

いる。

　図一2．3の新第三系の地質凡例においては，このような地質図幅

間において連続した分布として表現されている地層同士を対応さ

せて表現している。

　図一2．4及び図一2．5に，地質調査所発行の20万分の1地質図幅

及びその中の新第三系の地質凡例をそれぞれ示す。20万分の1地

質図幅間においても，5万分の1地質図幅問と同様な状況が認め

られるとしている。

　北村編（1986〉（8）では，層相・岩相，累重関係，その時点までに公

表された地質年代測定結果等から東日本の広域的な層序対比が試

みられ，その中で，下北半島西部の川内町一脇野沢村付近の地質

層序についてまとめられている。しかし，この論文でも，下北半

島西部の全域については統一的な見解は示されていないとしてい

る。

　資源エネルギー庁（1992）（9）は，それまでに下北半島西部で実施さ

れた金属鉱物探鉱促進事業団の調査報告をまとめている。この報

告書の地質層序は，それまでの各地域毎の調査報告を併記したも

ので，下北半島西部の全域にわたる統一的な地質層序は示してい
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ない。

　このように下北半島西部の新第三系の地質層序に統一的な解釈

がされていない原因としては，下北半島西部には，一部緑色を呈

する火砕岩類が中央部に広く分布し，これらは従来，湯ノ川層，

薬研層等と呼ばれ，その岩相から中新統のグリーンタフ相とされ

（青森県，1972（10），北村編，1986（8）等），当時は年代測定の技術等

が未発達であったこともあり，地質区分が難しいとされてきたこ

とによるものとしている。また，下北半島西部には，恐山，燧岳

等の第四紀火山噴出物が広く新第三系を覆い，分断された分布を

示す新第三系を広域的に対比することができずに，地域毎に地層

名が命名されたことも一因として挙げられるとしている。

2。2近年の調査データ及び既存データの再検討

　新エネルギー総合開発機構（1986）（11）によると，緑色を呈し，

従来中新統とされていた大畑川流域に分布する薬研層上部（湯ノ

股川層）の石英安山岩から2．6Ma，また，薬研層下部（湯ノ川層〉

の安山岩から5．5Maのカリウム・アルゴン法年代測定値が報告さ

れている。資源エネルギー庁（1994）によっても，同じく大畑川流

域の薬研層から2．3Ma及び2．5Maのカリウム・アルゴン法年代測

定値が報告されている。これらの地層は，申請者が実施した地表

地質踏査結果によれば，従来中新統とされていた地層の上部層準

に位置するものと推定している。また，この層準の岩相が緑色を

呈することを除けば大畑層の岩相と類似しているとしている。
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　郷原ほか（1957）（茎2）によると，川内川支流の名由川の川内層湯

ノ小川部層から産出した貝化石は中新世を示すとされたことより，

湯ノ小川層は中新統とされている。申請者は，この化石内容を再

検討した結果，この化石群集の中で中新世の要素である

κo1or∂ρθo！θηcf．佃g8加∂ηus　（YOKOYAMA）とされた標本は確実

に　κ　左∂ga加1朋πsに同定されておらず，また，この化石群集に

は現生種である　3吻f！oρθo！θηs吻f！11（BERHARDI）を含んでい

ることから，湯ノ小川部層から産出した貝化石は中新世を示すと

は言えず，むしろ鮮新世以降の可能性が高いと判断している。

　上村（1975）（7）によると，下北半島西部に分布する桧川層は，岩相

から，無斑晶の流紋岩質火山砕屑岩類を主体とする桧川相と，石

英斑晶を含むデイサイト質火砕岩類を主体とする牛滝相とに区分

されている。申請者による地表地質踏査によれば，このうちの桧

川相は，桧川流域に分布し，金八沢層を整合に覆い，大間層に覆

われ，下北半島西部の中新統の半ドーム状構造に調和的な分布を

示すことが判明したとしている。一方，牛滝相は佐井村福浦から

脇野沢村湯ノ沢山にかけての西海岸に沿って分布し，中新統の半

ドーム状構造と非調和な分布を示すことが判明し，牛滝相は桧川

相との岩相の違い，中新統の構造と非調和であること及び大畑層

の岩相と類似することから，鮮新統のデイサイト質火山活動の噴

出物と推定している。

　これらのことは，下北半島西部の中新統とされてきた地層の上部

層準に分布する，特に緑色を呈するとされた地層が鮮新統である
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可能性を示していると判断している。

2．3申請者による地質調査

　下北半島西部に分布する新第三系の地層に対して，申請者は地表

地質踏査及び地質年代測定を実施している。年代測定試料の採取

位置を図一2．6に，年代測定の結果を図一2．7にそれぞれ示す。これ

らの結果により検討した地区毎の地質層序の変遷を表一2．1に，下

北半島西部の地質分布の変遷を図一2．8に，地質層序の変遷を

図一2．9にそれぞれ示す。

　新第三系の層序及び時代を検討するにあたっての要点は以下の

とおりとしている。

　金八沢層・桧川層等の中新統を不整合に覆い，緑色を呈する薬研

層，湯ノ川層，湯ノ股川層等とされた地層からは，2～5Maの

放射年代値が得られ，岩相も大畑層と類似することから，これら

の地層は鮮新統であると判断している。また，牛滝相も同様の結

果を得ているとしている。

　川内川上流の野平低地に分布する半太郎沢溶結凝灰岩類（上村，

1975（7））は，一部に溶結構造が認められるデイサイト質凝灰岩で

あり，本層からカリウム・アルゴン法年代測定値として1。93Maが

報告されている（青森県，1998（13））。申請者による地質年代測定

でも2．9Ma～3．6Maの年代値を得ている。これらの岩相の類似性と

放射性年代から半太郎沢溶結凝灰岩類は大畑層に対比できると判

断している。
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　これらのことから，従来中新統とされていたものの一部を含め，

下北半島西部に分布する鮮新統は，デイサイト質の火砕岩を主体

とする地層として，大畑層に一括できるものと判断している。な

お，分布は狭小であるが野平低地付近には鮮新統の堆積岩が認め

られ，この地層は大畑層とはその堆積環境が異なると考えられた

ので一括せずに別の地層（野平層）として扱うとしている。

　また，鮮新統や第四系に覆われて断片的な分布を示す中新統につ

いて，累重関係の再検討及び岩相から下北半島西部全域の地層対

比を行っている。その結果，桧川層の流紋岩質の火砕岩の上下位

に主に頁岩からなる堆積岩を主とする層準が認められることが判

明し，下北半島西部の中新統は，下位より頁岩を主とする金八沢

層，流紋岩質の溶岩・火砕岩を主とする桧川層，頁岩を主とする

大間層及び安山岩質の溶岩・火砕岩を主とする易国間層の4層に

まとめられるとしている。

　主として頁岩よりなる金八沢層と大間層は，溶岩・火砕岩主体の

桧川層，易国間層と各々漸移もしくは指交関係にあるとしている。

したがって，下北半島西部の中新統は，細粒砕屑岩の堆積中に火

成活動が始まり，次第に火山岩主体になっていくという過程を2

度繰り返したとしている。

　これらの検討結果としての，敷地周辺陸域の地質層序を表一2．2

に，新第三系の地質構造を図一2．10にそれぞれ示す。

下北半島西部の新第三系中新統以下の大局的な地質構造として

は，佐井村福浦北方付近に分布する先新第三系を取り囲んで分布
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する新第三系中新統が，内側から外側に向かって順次新しい地層

が分布するという半ドーム状の構造が認められるとしている。

　これに対して，新第三系鮮新統は，大畑川上流付近と野平盆地を

中心とした付近にそれぞれ盆状構造が認められ，この半ドーム状

構造とは異なる構造を示すとしている。

2．4半ドーム状構造の形成過程について

　上述のように，下北半島西海岸中央部には，先新第三系の長浜層

と深成岩類の石英閃緑岩が広く分布し，これを取り巻くように新

第三系中新統が内側から外側に向かって順次新しい地層が分布す

る傾向が認められ，半ドーム状の構造を呈しているとしている。

　この半ドーム構造については，上村（1975）（7）によると，　rこの

地域の北西隅（福浦周辺）に分布している基盤岩類は，隣接して

いる佐井地域に分布している部分を併せると，おおよそ北西一南

東に延びを持って分布している。これを囲む新第三系は，牛滝と

湯ノ川付近の盆状構造と東側の南北方向の背斜帯を除くと，大局

的には緩い半ドーム構造（ドームの西は南北方向の海岸線で切ら

れている）を示しており，ドームの中心から外側に向かって上位

の地層が順に分布している。」　と記載されている。

　また，青森県（1998）（正3）でも，上村（1975）（7）に指摘されているの

とほぼ同様に，　「本地域の新第三系は，西海岸に露出する先第三

系を基盤として半ドーム状の分布を呈し，」と記載されている。

　この半ドーム状の構造の成因については，両文献ともその成因に
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ついては言及していないが，申請者によると，一般的に深成岩類

の分布する地域では，地下深部に物質が注入されたことにより押

し上げられたようなドーム状の隆起がみられることが多いとして

いる。

　この中新統の半ドーム状の構造は，その成因を直接示唆するよう

なデータは得られなかったが，このような隆起に伴って中新統に

ドーム状の構造が形成され，その後，西側の平舘海峡側が海食に

よって浸食されたために，結果的に半ドーム状の構造を呈するに

至った可能性が考えられるとしている。

　また，この半ドーム状の構造は，中新統の易国間層までの地質構

造を規制しているものの，鮮新統の大畑層以降の地質構造には明

瞭な影響を与えていないことから，この隆起は鮮新世以降には，

及ばなかったと推測している。

2．5下北半島西部の新第三系の地質層序のまとめ

　下北半島西部の新第三系の地質層序に関する考え方をまとめる

と以下のようになるとしている。

（1〉地質層序の考え方の経緯及び鮮新統

・下北半島西部に分布するやや緑色を呈する火砕岩類は，従来そ

　の岩相ゆえに中新統のrグリーンタフ相」と考えられていた。

　当時，年代測定等の技術は十分には発達していなかった。

・地区間の対比が難しく，地区毎に独立した地層名が命名されて
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いた。

・中新世を示すとされた化石を再検討すると，より若い時代の可

能性が高い。

・地表地質踏査による地区間の対比，年代測定結果等からこれら

の地層の大部分は鮮新統と考えられる。

・鮮新統のうち，湖成堆積物と考えられる砂岩・泥岩互層を主体

とした地層は陸上の火砕流堆積物を主体とした大畑層とは堆積

環境が異なると考えられるので，一括せず別の地層（野平層）と

して扱う。

（2）中新統

・中新統の地層は，従来地域的な地層名が命名されていたが，地

　層の累重関係，岩相等の検討により大きく4層にまとめること

　ができる。年代測定の結果もそれを裏付けている。

・これにより，下北半島西部では，細粒の堆積岩類（頁岩主体）か

　ら火山岩類という過程が中新世に2回起こったという統一的な

　説明が可能になる。

2．6検討結果

　以上のことから，下北半島西部の新第三系の地質層序及び時代等

について，申請者が実施した検討方法，検討結果は妥当なものと

判断した。
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表一2．1（1）　下北半島西部の地域毎の地質層序の既存文献からの変遷表
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後

易 国 間 層
期 易国間層 O（6．6一”．2）

第 中 □（9．9－12。9）

r陶”“””””一””一“
中 ：薬［湯ノ股石英 大 間 層 O（13．6）

：
，
：
1

匠研［釜ノ沢凝灰岩

安山岩質凝灰岩］

　砂岩頁岩層］
幽
＝
＝

・》大間層

□（中新世）

心 大　間
○（6．6－10．8）

□（8．6－12．9）

層
〔欄欠如〕＊2

：層［大畑川
＝

一

新 ：
：
緑色凝灰岩層］憎1 ＝ ［薬研層】

三 ・　　一　　一　　冒　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　層　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一
1＝ ：

：

期

1≡■

　＝

團 〔桧川層欠卵 桧
○（14．3）

川 層

世

○（17．5）

凸
剛 金 八 沢 層 金 八 沢 層 金　八 沢　層 □（無化石）

紀

期

（地表に露出せず） （地表に露出せず）

先新第三紀 長 浜 層

＊1：「新エ初ギー総合開発機構（1986）地熱開発促進調査報告書　No．9　下北地域」による。

＊2：「通産省（1971）昭和45年度広域調査報告一下北地域一」による。

凡 例

○　　：放射性年代（Ma）

□　　：化石年代（胎）

「、、享．．＝：時代．名称を

：［　］1　変更した地層
1　　　　　　　　　　酢

　呑
　：

　コ
［　］

＝名称のみ

変更した地層

［二］：変更の理由

：整合関係

：不整合関係

＿玉一：指交関係

l　l目1　：地層欠如
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表一2．1（2）　下北半島西部の地域毎の地質層序の既存文献からの変遷表

地質図幅 脇 野 沢 陸 奥 川 内 大間・佐井

地 域 名 脇 野 沢 一 川 内 牛 滝 一 野 平 湯ノ川 一 中 川

山

第

兀
新
世

四

更
新

紀

世 於法岳火山噴出物
○（1．3一選．6）

鮮 野 平 層 ○（3．9） ［コ（鮮新世）

▲ 野平層○（璽．9－4．6） 大 畑 層
新 新 2一［半太郎沢層】 ○（1．9－3．6） □（鮮新世） ○（2．3－2．5）

目（鮮新世）
世 大 畑 層 ○（3．4－4．6）

第 中

後
期
易国間層

1匪亜1
［脇野沢安山岩類］

○（6．1－11．0）

「””印脚
一　　冒　　一　　冒　　一　　一　　一　　一　　一　　鱒　　印

中 ： ［湯ノ股川層］

大 間 層 藤
：
［湯ノ小川層］

○（9．7－10．5）

；　［湯ノ川層］
L＿＿一一一＿＿＿＿一一

三

新 ［小沢層］ □（11．5－12．9）

暮

1一　，　葡　脚　一　鼎　噂

”””1
期 桧　川 層 ○（14．5－18．5） 1桧　川 層 ： 桧 川 層

（桧川相・男川相） 蜜
1 （牛滝相）

1
： （桧川相）

世

○（20．1）

紀
凸
則
期

金 八 沢 層 口（無化石） 金 八 沢 層 金 八 沢 層

先新第三紀 長 浜 層 長 浜 層

凡　 例

○　　：放射性年代（Ma）

□　　：化石年代（胎）

「．．享．．＝：時代．名称を

1［　　］1　変更した地層
量　　　　　　量

　全：名称のみ
　1　変更した地層
［　］

□：変更の理由

　　＝整合関係

　　：不整合関係

＿Y：指交関係

目目1　：地層欠如
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・地質凡例は図一9参照。

・地質調査所発行5万分の1地質図幅（大畑、大間・佐井、陸奥川内、脇野沢）をもとに簡略化。

・各地域割（佐井一大間、下風呂、大畑川、湯ノ川一中川、牛滝一野平、脇野沢一川内）は表一1に対応。

図一2．8 下北半島西部の地質分布の既存文献地質図との比較
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　「大畑」図幅

上村・斎藤（1957）

　小目名石英安山岩

　大　 畑　 層

　易　国間層

　湯ノ股川石英　・巽、
　安山岩質凝灰岩層　翫
薬

研

層

石英安山岩1護窮

釜ノ沢凝灰岩　　輩1
砂岩頁岩層　　暮

大畑川緑色
凝灰岩層

［岩相・層序・年代］

［岩相・層序・年代］

［岩相・層序・年代］

［岩相・地層の遅続］

［岩相・地層の連続】

［岩相・地層の連続］

［岩相・地層の連続］

r大間・佐井」図幅

上村（196了）

「陸奥川内」図幅

上村（19了5）

　　　　．、　　　　　㌧▼野　　平

大　　畑　　層 ［岩相・層序・年代］

半　太　郎　沢　、
熔結凝灰岩類

大　　畑　　層

易　国　間　層 ［岩相・層序・年代］

1

ゴ嘱y・

，癖

［岩柚地齢連続］」
：

　　　　ソb『～・ヤ“石・英安山岩多霧、

砂岩泥岩層』

脇野沢安山岩類

湯ノ　股川層

小　　沢　　層

　　　　鰍湯ノ小川層　β鹸

牛　　滝　　相
（石英斑晶）

（無斑晶）

金八沢層

湯ノ川緑色“

薬
　
　
研
　
　
層
　
　
　
　
　
　
　
佐
井
層

大　　間　　層

湯　ノ　小　川

凝　灰　岩　層

流　　紋　　石

頁　　　　　岩

［岩相・層序・年代］

［岩相・地層の連続］

［岩相・地層の連続］

［岩相・地層の連続］

［岩相・地層の連続］

湯　ノ　川　層　．■

桧
川
層四三二
桧川相・男川相　、

長　　浜　　層 ［岩相・地層の連続］ 長　　浜　　層

［年代］

［岩相・層序］

本　申　請

層序・年代】

層序・年代］

野平層團

大畑層□

易国間層■

大間層■

桧川層□
金八沢層■

　　　　　1
層序・年代］

層序・年代］

唇序・年代］

冒序・年代］

脅序・年代］

習序・年代］

書序・年代］

脅序］ 長浜層■

地質

時代

第四紀

鮮

新

世

中

新

世

先
新

襲

紀

図一2．9　下北半島西部の地箕層序の既存文献層序との対比
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表一2．2　敷地周辺陸域の地質層序表

地質時代

完
新

第 世

後
更
期

四

新 中

期

紀 世 晶
則

期

鮮
新
新

世

後

第 中

期

中

マ

三 新
期

凸則

紀 世

期

先新第三紀

地　層　名
下北半島西部

崖錐堆積物
亀田半島南部

於法岳

火山
噴出物

野平層

恐山

火山
噴出物

燧岳

火山
噴出物

大　畑　層

易　国　間　層

沖　積
段

丘

堆

積

物

大　 間　層

桧　川　層

金　八　沢　層

長　 浜　層

層

　Il　　　Il
銭亀沢軽石流堆積物

汐泊川層

戸　井　層

段

丘

堆

積

物

主な岩相　層相
下北半島西部 亀田半島南部

礫，砂，粘土

貫　入　岩

安山岩質
凝灰角礫
岩，安山

岩溶岩

砂岩・

泥岩互層

安山岩・
デイサ朴

溶岩，

軽石
凝灰岩

安山岩・
デイサ朴

溶岩，

軽石
凝灰岩

砂，礫，粘土

砂，

礫，

粘土

デイサイト質凝灰岩・火山礫凝灰岩・
　溶結凝灰岩，軽石凝灰岩，
デイサイト溶岩，凝灰質砂岩

安山岩質凝灰岩・凝灰角礫岩
（一部デイサイト質を含む〉，
安山岩溶岩

頁岩，泥岩（一部シルト岩を含む），
安山岩質・デイサイト質凝灰岩，

　　安山岩溶岩

流紋岩質凝灰岩・凝灰角礫岩，流紋岩溶岩

頁岩，玄武岩溶岩

頁岩，チャート，石灰岩

軽石凝灰岩

頁岩，デイサイト質凝灰岩

頁岩，砂岩，石灰岩

玄武岩，安山岩，デイサイト，流紋岩，石英斑岩，石英閃緑岩

砂，

礫，

粘土

整合 不整合　　一乙　指交関係　　　…一一一関係不明 目地層欠如

2－23

…



凡　　例

第四系火山噴出物

新第三系鮮新統

新第三系中新統

先新第三系

貫入岩類

断層

背斜軸

向斜軸

　記号

＊第四系火山噴出物以外の第四系は表記せず。

　　　　走向線

5。

10。

15。

　　　　　　　　20。

　　　　　　　　30。
　　40。
60～90。　　　　　　50。

＊走向線間隔が狭いぼど地層が急傾斜である

ことを示す。
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図一2．10　下北半島西部の地質構造図
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3．阿蘇4火山灰層の堆積年代について

　申請者によると，敷地周辺陸域に分布する段丘面の対比や時代の

検討にあたって，段丘面を構成する堆積物に挟在される広域火山灰

を参考にしている。そのような広域火山灰の一つに阿蘇4火山灰（以

下rAso－43という。）があるとしている。

3．1Aso－4の堆積年代

　　日本列島周辺に分布する火山灰のカタログとして，町田・新井

　（1992）（1）「火山灰アトラス［日本列島とその周辺］」及びその改

　訂版の町田・新井（2003）（2）　「新編火山灰アトラス［日本列島と

　その周辺］」とがあるとしている。

　町田・新井（1992）（1）によると，Aso－4の年代検討にあたり，ほぼ

　町田ほか（1985〉（3）が引用されている。町田ほか（1985）（3）によると，

Aso－4は，南関東で小原台軽石層と御岳第1軽石層とに挟まれるこ

　とを確認したとされている。町田・鈴木（1971）（4）によると，小原

　台軽石層の年代は，66，000±6，000年前（フィッション・トラック

　年代（黒曜石））と，御岳第1軽石層の年代は73，000±4，000～

　95，000±5，000年前（フィッション・トラック年代（ジルコン））

　とされている。町田ほか（1985〉（3）によると御岳第1軽石層の年代

　としてこれらの平均値から8．1万年前とされている。

　町田ほか（1985）（3）によると，この2つの火山灰の間の陸成の褐色

火山灰土間の堆積速度を一定とし，Aso－4の年代はおよそ7万年前

　と推算されている。

　町田・新井（1992）（1）によると，さらに，それまでに文献に発表さ
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れていたフィッション・トラック法，カリウム・アルゴン法等の

放射性年代測定結果を整理し，その年代は7～9万年前の間に入

るとされている。

以上のことから，町田・新井（1992）（1）によると，Aso－4の年代に

関しては，層位年代からは，8．5～9万年前と古くなる可能性もあ

るが，70（～90）kaとされ，海面変化史では，小原台高海面期と三

崎高海面期との間の海退のあζの海進期にあたるとされている。

　その後，町田・新井（2003）（2）によると，89±7kaというK－Ar年

代（松本ほか，1991〉等を参考とし，層位年代等を総合し，阿蘇4

火山灰の噴出年代は酸素同位体ステージ5bから5aへの移行期で，

85－90kaと考えられるとされている。海面変化史では，小原台高海

面期の後，三崎高海面期にかけての海進期にあたるとされている

ことには変りがないとされている。

　以上のことから，申請者は，小原台面や三崎面等の段丘面の対比

にあたり，段丘面を構成する堆積物に挟在される広域火山灰の一

つとしてAso－4を参考としている。なお，Aso－4の年代値としては，

これらの近年の研究による年代値も把握したうえで，これらのカ

タログに記載されている値のうち，もっとも若い年代である約7

万年前を使用しているとしている。

町田・新井（1992〉（1）の該当箇所を図一3．1に，町田・新井（2003）（2）
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の該当箇所を図一3．2に示す。

3．2検討結果

　以上のことから，申請者が実施した，段丘面を構成する堆積物に

挟在されるAso－4を参考にしての段丘面の対比や時代の検討方法，

検討結果は妥当なものと判断した。

3．3参考文献

（1）　町田洋・新井房夫（1992）：火山灰アトラスー1ヨ本列島とそ
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　　とその周辺一．東京大学出版会．336p．

（3〉　町田洋・新井房夫・百瀬　貢（1985〉：阿蘇4火山灰一分布

　　の広域性と後期更新世示標層としての意義一．火山．30．

　49－70

（4〉　町田洋・鈴木正男（1971）：火山灰の絶対年代と第四紀後期

　　の編年一フィッション・トラック法による試み一．科学．4L

　　263－270
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勇

［3］阿蘇4テフラ（Aso－4）

　およそ7万年前から9万年前までの一時期に，

九州の阿蘇カルデラから噴出した，巨大火砕流堆

積物とその降下火山灰が，阿蘇4テフラである．

分布の広域性は姶良Tnテフラのそれに匹敵する

ところから，更新世後期の最も重要な指標テフラ

の1っである．

　（4）噴出年代

　放射年代　　Aso－4火砕流堆積物は，14C法適用

範囲より古い噴出年代をもつものと考えられ，こ

れまでに得られた約2．6万から4．3万（以上）年

前という1℃年は，すべて新しい炭素の混入の影

響を受けた結果と考えられる6）．これに対して黒

曜石のFT年代，斑晶のU系列，ESR，TL年代，

K－Ar年代は付表3。2のように，7－9万年前であ

る．なおジルコンは皆無に近いので，そのFT年

代測定は期待できない，

　層位年代　　海底を含めた広域に分布するAso

畦は，放射年代測定された他のテフラなどと層

位関係をもっという側面から，その噴出年代を議

論することができる．日本の中で層序編年が最も

確立している南関東において，Aso－4は箱根小

原台テフラ（Hk一〇P）と御岳第1テフラ（On－

Pml）との中間に産出する．前者は黒曜石FT年

代6．6万年前，後者はジルコンFT年代約8．1万

年前と測られているので，Aso－4はおよそ7万

年前に噴出したと考えられた6）．なお海面変化史

では，小原台高海面期と三崎高海面期との間の海

退のあとの海進期に当たる．

　深海底堆積物の酸素同位体比層序でAso－4が

しめる位置は，ステージ5．1と5．2の間と思われ

る．第1編第5章で述べたように，小原台期が8

万年前ではなく，10万年前になる可能性もある．

その場合にはAso－4の層位年代は8，5－9万年前

と古くなる．

火山・テフラ名 記　号 年代　測定方法 堆積様式と層相 分布・体積　　A　V 注・［対比・他の名称］

阿蘇45・6） Aso－4

Aso－4
（P且）（A－C）

｝70（～90）＊

　　　ST，TL，FT，

　　　E，U，KA

afa（coign．）

Pβ

ENE＞1700km　6　7
図2、Hl

conc．180km　　　4　　7
図2、1－10

卜文参照

1）小林哲（1984），2）小野・渡辺（1985），3）高田（1989），4）町田（1980a），5）小野ほか（1977），　6）町田ほか（1985），7）松本径（1983）．

図一3．1　町田・新井（1992）の抜粋
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［3］阿蘇4テフラ（Aso－4）

　およそ8，5万年前から9万年前までの一時期に，

九州の阿蘇カルデラから噴出した，巨大火砕流堆

積物とその降下火山灰が，阿蘇4テフラである．

分布の広域性は姶良Tnテフラのそれに匹敵する

ところから，後期更新世の最も重要な指標テフラ

のiつである。

　（4）噴出年代

　放射年代　　Aso－4火砕流堆積物は，14C法適用

範囲より古い噴出年代をもっものと考えられ，従

来の正4C年は，すべて新しい炭素の混入の影響を

受けた結果と考えられる6）．これに対して』K－

Ar年代は89±7kaと求められた7）．なおジルコ

ンは皆無に近いので，ジルコンFT年代測定は期

待できない，

　層位年代　　海底を含めた広域に分布するAso

－4は，放射年代が測定された他のテフラなどと

層位関係をもっという側面から，その噴出年代を

議論することができる．日本の中で層序編年が最

も確立している南関東において，Aso－4は箱根

小原台テフラ（Hk－OP）と御岳第1テフラ（On

－Pm1）との中間に産出する．そして海面変化史

では，小原台高海面期の後，三崎高海面期にかけ

ての海進期に当たる8）．深海底堆積物の酸素同位

体比層序でAso－4が占める位置は，ステージ5b

から5aへの移行期と思われる，これらを総合す

ると，Aso－4の年代は85－90kaと考えられる。

火山・テフラ名 記　号 年代　測定方法 堆積様式と層相 分布・体積　　A　V 注・［対比・他の名称］

阿蘇4鋤 Aso－4

Aso－4
（P月）

｝85～90

　　ST，TL，FT，

　　E，U，KA

afa（coign．）

P台

ENE＞1700km　6　7
図2．1－1王

conc．180km　　　4　7
図2．HO

｝本文参照．

　　　　1
［下位からAs・一4A，B，C］5）

1〉小林哲（1984），2）小野・渡辺（1985），3）高田（1989），4）町田（1980），5）小野ほか（1977），6〉町田ほか（1985），7）松本徳（1983）．
（1998）．

図一3．2　町田・新井（2003）の抜粋

3－5




